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尭火.<d(卦解点〉の棚定は第 l図のような方法で行

い。径17mm.長さ165mm 肉厚Q.5mm，;ゲヲス製

試験管に亜塩票融ナトリヴ Aと有犠醒の各瞳聾置の混

合試料Q.25g-0.5gを星取し =ルタ陸を施Lた後。

30mmはどを泊描に盟し 哩置計を同様と空の試験管

にさし込み，水銀球を試科とほほ同位置にあるように

Lて毎分5・Cの速度で加凱していき!試料が分解も
しくは尭火するときの温度を求めた

3 若槌感度試阜

商哩g;尻町制定には第2図のよう公落槌試験機を使

用Lた ニの試誼棋の主要部分は落槌t かなしき!

よび鋼柱である 喪験語は まず7 デ Yケータでよく

乾燥した眠合試料(程合割合50%)を正確に Q.Sg秤

量L これを10等分Lて その各々を直径12mmの円

形錫措で特にEEd<すること伝〈匝包して円型仮と
し これを落槌試験酷の鉄製砧上におき その上に高

笹12.7mrnの鋼往をのせi 号k，の宜畳の器製槌を瞳々

の高さから落L同 曜日にて10田町試験中ー回も爆発

全認め伝い車両落高官不爆占とし.10田とも爆発を認

めたときの最低落商を完煤点と Lて前車盟度を純品と

比般Lた

お

正ロ

き

漂白剤。誼菌剤(商品

不オシロ γ クスなど〉としてすぐれ

そのがl周が高まりつつある

アル 2 ルなどの有機物 あるいはマ

グネγヲム アル、ニウムなどの還元性物質と1ft合す

ると僅かの刺戟でも尭火し 嘩尭ずる危肢があり，強

い拡霞とjJ<触すると直ちに舟解する伝どの性状を有し

ているが，最近I 事融のような有峨盈との理念によっ

て発火した倒が主主件あるので.亜塩素政ナトリウムと

蕗酸Iその他の有揖酸との理合による危険性金調べた

亜塩素醒ナトリウムと有機置のili合直応

試験管にE塩罪陸ナトリワム0.5g，有陸自主Q.5gを

轟取しょく理和L.15i.<Gにより生成した二説化塩棄

の量を北川式二百主化塩罪倹知管で.10秒桂と 2分佳の

2固についてi脈Eし その分解状況を視察した

発火占〈分解点〉の測定
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実験結果および考察

亜塩素惜ナトリウムに告団有醜績を話加した場合

。見かげ上の変化および二階(ヒ取罪尭生Eは第1妥

のとおりである 再開 F エゾ階。酒石酸の混合試

料はそれぞれ3叩 ppm 以上とな勺ており その中で

ら特に隠惜 j!:<:-"-， 描は 1Xr~~ n~強烈であった そ乃
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箆 1 表

E塩草酷ナト世市ム 般化!J.¥罪尭生霊
F巴 JE-E し た場合町外見

に話加した有世間 叩秒桂 2 五示 桂

寺C02H):+2 H:O 
陪 出tlι也ι歪ft1-如l駿性向ガスを尭生

3田 ppm 3曲 ppm
以 上 以 上

HタOH}hC+σユH4020〉C〈ンCH，CC酷h • • " 

酒'CCHOHCO石:H)2 
醜

" • ， 

無cA フ 殴 見かけよのE化はない6H， (COlH)a lOP P m 40P P m 

まC6H~晶子I 書 殴 • 2PPm • 
ス Hテ，ア .リco Y 僧 見生かけよの変化はないが刺戟性のガスを尭CH， (CHl)uC02H 240P P m 却{)PP m 

4F ocF - JY Jレ
敵 見とかEけよがの霊訟化とはないが少色量の水を加える

HuC，H.Cu，H E 患 なり貰のカスを尭生す 軍 3Ppm 
る

理由と Lては。物質自体に結晶水を持っているので

亜塩素酷ナトりウムと按蝕すると結晶が落解し，敵

性白書班として作用するためと考えられ戸

亜瞳草取ナト 9ウムに各種世Eの有機肢を話加し

た場合の尭火点もし〈は分解点の霊化は車3固に示

すとおりである

第3図亜塩罪酸ナトリウムと各種器産
の有世煙草の尭火点および分解占
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分解点163固CのE塩罪隠ナトリウムは有臨酸の罷

却により主面的日提火点が下がり t 特にサリシ"酸

団財話加したものはIOS'Cまで低下するのが認めら

れた

また，ニのものは多少の湿卦があると きは揖き混

ぜているだけで持火蛾尭を起す，的論常置におい

てである 最も低いのはま息苦陛で102"C であっ

た.全曲的に亜塩草酪ナトリウムが20掛以下に減少

すると昆火しに<<なり.10部以下になるとほとん

ど尭火せず卦解するのみで尭生する白煙は極めて少

〈な<.あるいはreめ縫い状態であった
爆尭晋の大きいのは無水フタル敵で次いでサリ γ

ル殴で，最も小さいのは蕗酷であった 何れも酸性

向有股肢の添加により程合試料が位性となり.その

ためにE塩草酷ナトリウムが控勲骨解して不安定な

E塩罪酸を避錐，lIIi塩素監がさらに次式的~うに分

解して

4 HClu，;_ 2 CI02+HCIO.+HCI+H:O 

二酸化塩棄を尭生する こ酸化塩素は濃度が高〈

なると分解埠尭する危陣がある

尭火点は130・cくらいで，さらに置理I!l:'低串度
でも曙尭するニとがあるといわれている

3， lIIi塩軍政ナト Pウムに各種有機取509診毘入したも

の円高畠試験機による面s!思度は第4図に示すとお

りで純品の不爆点は50c1/I 克爆点は 110四 で~度曲

線の勾配も非常にむめらかであるのに対し 有機11}

50%醍入させたものの不蛾点，完埠創立第2韮のと
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おりで，その勾配も;~.è なりサリシル肢のごときは

垂直に近〈なり l 衝撃による爆尭音も大き(，骨解

故配もほとんど完全であ勺た

，o 
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軍4図 50弾有挫酸とE塩軍政ナトリウ
ム (詞晶〉の落鎚感度自越の比較
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また。既Lて尭火点目低いものは高祖感度も鋭敏

とな勺ている.この実験は24時間以上試料をデシケ

ータ中に保管睦落槌鼠鞍走行ったもので，空軍中

。ニ位置したものは空軍中の水母を盟臨するため第2

妥円実験直よりは さらに鋭誼なる量恒を示め L

た
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第 2裏

7T之土|不心一]完爆点
1∞拓E塩素敵ナトリウム 50<竃 IlO<田

50弾酒 石 融 25 • 75. 
， 奮 敵 25 • 70 • 
， ;<.テアリ ν酸 15 • 50 • 
ー， 無7J; 7 .ル 酷 15 • 55 • 

• ク γ 酸 10・ 40. 

• 安 思 寄 酸 10・ 40・
， サ リ ジル 酷 5 • 20 • 

なお. 5 kgの高値を匝用 Lた時のピグリン慢の不爆

査は13師であ。た

4 むすび

亜塩素重量ナト りウムで潔白など行う場合は活性剤と

して蔭酸その他の有償肢を匝周することが多いが.こ

の場合は稀薄溶波で処理されるので危険は少ない， し

かL 実験の結果からも，わかるように純晶どうしが

混り合う場合は非常に危険であり 取銑上.このよう

な事磐田尭生も考えられるので匝周の際は充分な控置

が必要であるー




